
明石散人・高橋克彦：日本史鑑定，徳間書店，1999.1.31.
前方後円墳についてのきっかけを与えてくれたのであるが，論法はかなり乱暴で，「天子の墓は上円下方」の出典を明示してくれないと…
但し，明石散人，高橋克彦の両氏には他の書物でもお世話になっていて，一概に無視できない存在なのが悩ましいところです．



関 裕二：日本書紀が抹殺した古代史謎の真相，河出文庫，2020.10.20.
最近，たまたま書店で手にしたマニアックな歴史読み物ですが，前方後円墳について記述した一節があり，近藤義郎著『前方後円墳の時代』が
参考文献に挙がっていました．



近藤義郎：前方後円墳の時代，岩波文庫，2020.2.14.
最近になって岩波文庫に加えられたようですが，書店ではなかなか目にしたことがありませんでした．
先日，思い切って買い求め，読み始めはしましたが，どうも本のタイトルと内容とがミスマッチで，購入したのは失敗だったようです．
もちろん間違いではないのですが，著者は，読者に誤解を与えないようによく吟味して，内容に相応しいタイトルを付けるべきではないでしょうか．



上田宏範：前方後円墳，學生社版，1969.10.20.
ずっと昔に古本屋で買い求めていた本書が書棚の奥から出てきました．すっかり忘れていましたが，欲しかった本はすぐ身近かにあったわけです．
「前方後円墳」の命名者が江戸時代の蒲生君平で，明治期以降の考古学者がこの用語を用い始めたこと．
この様式は中国・朝鮮には見られないわが国古墳時代に特有のものであること．当面，知りたかったことはこれで充分でした．
なぜ前方後円墳に惹かれたのか… 昔，四国の高松空港と羽田をよく往復していたのですが，当時のプロペラ機YS11からは大阪平野の古墳群が，
それこそ手に取るようによく見えました．その感動的な出会いを今も忘れることはありません！


